










一 ヴ ァ ン ・ドゥ ー ス ブ ル グ の デ ザ イ ン活 動 を め ぐ って 一














され,時 代精神 に適合 した新 しい様式が求め られた。 またあ る時には,生 産品
をめ ぐる経済 と品質の関係 がクローズア ップされた。 デザ イ ンが,日 常生活の
様 々な連鎖の 中に身を置 こうとする造形領域であ る以 上,経 済性の問題 はいつ
れは避け られない課題であ った と考 え られる。
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私達 は,こ の ような近代デザイ ン運動 を推進 させた課題 の一つ に,綜 合的 な
造 形作 品 としての環境造形の問題 を加 える事がで きる と思 われる。即 ち,デ ザ
インが,日 常生活 にかか わる様々な物 品の合 目的性 を目指 す形成 であるの なら
ば,そ れ らの物 品が綜合的 に組み合わせ られる場 と しての生活環境 の造形計画
は,デ ザ インの最終 的な指標の一つ と考 え られるか らである。そ して私達 は,
近代デザ イン史の中心人物であ る多 くのデザイナーが,デ ザ インの最終的 な指
標の一つ として,生 活環境の空間的な造 形計画 を挙げてい る事 を知 っている。
例 えば,近 代 デザ イ ンの始祖の一人,ウ ィリアム ・モ リス は,造 形芸術 を,
絵画や彫刻等の大芸術 と,建 築や工芸等の小芸術 に大別 して考察 し,そ れ を具
体 的に実践 したが,そ の上で次 のよ うに述べ る。 「要 す るに,小 芸術の完全 な
作 品は,つ ま り芸術 の真 の構成単位 は,そ れに相応 しい装飾 と家具 をすべ て備
えた建 築であ る。」モ リス 自身が実際 に手掛 けたの は,個 々の生活用 品のデザ
イ ンで あったが,そ の際の基 本的態度 には,こ の引用か ら窺 えるような,明 瞭
な環境 デザ イ ンへの指向があ った と考 えられ る。
また,1919年に公刊 された,ヴ ァル ター ・グロピウスによるバ ウハ ウスの設
立 宣言は,次 の ように書 き出されている。厂すべての造形活動 の最終 目標 は建
築 である!」 この書 き出 しに続 けて,過 去 に造形芸術 の諸分野が 自立 し,孤 立
していった為 に失 って しまった建 築的精神 を再興する事 が主張 され,宣 言 に続
く実務 的な綱領 に於いて,綜 合芸術 としての大いなる建 築 を実現す る事が,バ
ウハ ウスの究局 的な目標であ ると述べ られている。
或いは,近 代建築 のパ イオニ アの一人であるル ・コル ビュジエ の論説 に も,
同様の志 向を窺 わせ る ものがあ る。「建築 と造形諸芸術 は,併 置 され るような
二つの ものではない。 それらは,一 貫 した確 固たる全体 なのだ。統一 こそ,造
形活動 の実践 に於いて,本 質的 に崇高なのだ。彫刻=絵 画=建 築,ヴ ォリュー
ム,そ して色彩装飾。完成 された建築物は,3つ の大芸 術の和合 した表現 なの
だ。」
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以上 の他 に も,多 くの建築家 やデザ イナーが,い わゆる 厂諸芸術 の建築 の下
へ の統合」 を理想 と し,そ の実現 に尽力 した。そ して,こ れ らの主張に云われ
る建築 とは,単 なる構造体 としてのそれで はな く,そ の内部 に於いて様 々な生
活が営 まれる,生 活環境 と しての建築 である と考 えるべ きであろ う。諸芸術 の
統合の実現 と しての建築 は,そ の外部空間 もさる事 なが ら,そ の内部空 間の綜
合 的な造形 に も重点が置 かれるで あろ う。
ところで,近 代 デザ インの成立 に,抽 象絵画ゐ様 々な展開が,直 接,間 接 に
影響 を与えていた事 は,論 を俟たない。特 に,幾 何 学的抽象美術 と呼 ばれる一
連の運動が,建 築やデザ イ ンに及ぼ した影響力 は,少 な くない。 冒頭 に引用 し
たマ ー レヴィ ッチの言葉 は,抽 象美術 を実践する最前衛 の一人が,多 くの建築
家 やデザ イナ ーと共通する志 向を もっていた事 を示 す点 に於いて興味深い。他
に も,少 なか らぬ抽象主義の画家が,建 築や環境造形の問題 に関心 を もってい
た。 なかで も,新 造形 主義(NieuweBeelding,NeoPlasticism)を標 榜 す る芸
術評 論誌,厂デ ・ス タイ ル」("DeStijl")の主宰 者,テ オ ・ヴ ァン ・ドゥース
ブルグ(TheovanDoesburg,1883-1931)は,この問題 に強い関心 をもってい
ただけではな く,数 名の建 築家 との共 同制作 を通 して,環 境造形 の実践 を試み
てい る。本論考 は,そ の ような彼 の活動 につ いて考察 し,デ ザ イ ン史の一 テー
マ に与 えた抽 象美術 か らの影響の一側面 を,明 らか に しようと試 みる ものであ
る。
1
ヴァン ・ドゥースブルグは,彼 の決 して長 くはなか った生涯 に於 いて,多 く
の分野で多彩 な活動 を展 開 した。彼 は,画 家であ り,美 術評論家,詩 人,小 説
家,建 築家,デ ザ イナーであったが,そ れ らの多彩な活動の連関 を通 して,前
衛芸術 の煽動者であ り,組 織者 であった。雑誌 「デ ・ス タイル」が,絵 画や彫
刻 のみな らず,建 築やデザ イン,文 芸,音 楽等の,幅 広い分野 を扱 った,綜 合
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的な芸術 評論誌 であったの も,編 集者であるヴ ァン ・ドゥースブルグの,多 彩
な活動や幅広い関心 と無縁 ではなか ったであろ う。 一
そのよ うな彼の活動 も,大 きくは,造 形芸術 と文芸の二つ の領域に分け られ
る。 とい うの も,彼 の造形作家 としての活動 と,文 芸作 家 としての活動 は,概
ね独立 して展 開 された と考 え られ るか らであ る。彼 が,造 形芸術 の範囲で,
徐 々に制作の対象 を拡大 してい った点は,重 要 な意味 をもつ。彼 は1908年に最
初の個展 を開 き,画 家 としてデ ビューした。画家 として出発 した彼 が,建 築 や
デザ イ ンまで手掛 けたのは,単 に彼 の制作活動 の範囲が広が ったとい う事 に留
まらない。ヴ ァン ・ドゥースブルグに とって も,絵 画 と建築 は全 く別物ではあ
り得ず,彼 は,そ の両者の統合 によって,新 しい芸術 の よ り強 固な実現が可能
である と考えていたのである。
画家,ヴ ァン ・ドゥースブルグが,卩『いつ頃か ら建築に関心 を示 しだ したのか
は,厳 密 には明 らかではない。 しか し,次 に引用す る,1916年6月1日 の,建
築 家,J.J.P。オウ ト(JacobusJohannesPieterOud,1890-1963)に宛てた書
簡 には,建 築家 との協働 を通 して新 しい芸術空間 を創造 しようとす る志向が,
色 濃 く窺 われる。
「絵 画制作 の純粋 な天啓 を得 るのに第一に必要 なの は,雰 囲気 なのです。そ
して,こ の雰囲気 をもた らす事 に,建 築家以上 に適 した位置 を占め る人々が い
るで しょうか。 ・… 私達 は,新 しい室内空間 を欲 してい ます。誰が新 しい室 内
をもた らして くれるので しょう。建築家 に外な りませ ん。 それ故,私 達 は建 築
家 とともに仕事 を し,彼 とと もに,精 神 的な均衡 を達成 する為 に,奮 闘 しなけ
れ ばな らないのです。 … ・私が 貴方 との協働 を深 く望 んで いる事 は,貴 方 に
とって驚 くべ き事ではない筈です。私達の具体化 された情熱の周囲に貴方 は,
私達 の芸術的表現 を十二分に引 き出す空間,雰 囲気 を創 り出す事がで き,私 達
は色彩 と形態 の計画 を通 して,空 間 と雰囲気の中に実現 された貴方の情 熱に,
完全な独 立性 をもたらす事がで きるのです。」
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この書 簡に於 いてヴ ァン ・ドゥースブルグは,絵 画の制作 に とって,建 築空
間の もた らす雰 囲気が必要不可欠である事 を,情 熱的に訴えている。恐 ら く,
彼の建築空間へ の関心 の萠芽 は,彼 自身の絵画制作 に於け る作風 の変化 と深 い
関連があ るもの と思われる。
彼 の1914年以前 の絵 画作 品には,前 衛的な要素 を見い出す事 は殆ん どで きな
い。 これは,多 少 とも意外 に思 われる点 だが,そ の頃の彼 の美術評論家 として
の姿勢 も,美 術の最前 衛に対 して批判的であ った。彼 は,彼 の主た る批評 文発
表の媒体であ った 「デ ・エ ー ンハ イデ」("DeEenheide")誌上 で,立 体派,未
来派,カ ンデ ィンスキ ー等の美 術の革新者達 は,芸 術 の健 全な発展の敵であ る
と い う 見 解 を 表 明 して い た の で あ る 。
そ の よ う な 彼 の 芸 術 観 及 び 作 風 を
一 変 さ せ た の は ,と も に デ ・ス タ イ
ル を 興 す 事 と な る 二 人 の 年 長 の 画 家,
モ ン ド リ ア ン(PietMondriaan,
1872-1944)とヴ ァ ン ・ デ ル ・ レ ッ
ク(BartAnthonyvanderLeck,
1876-1958)との 出 会 い で あ っ た 。




月,モ ン ドリア ンの1915年の作品 を絶賛 する評文 を 「デ ・エー ンハ イデ」誌 に
発表 し,そ れを契機 に二 人の交友は始 まった。 ヴ ァン ・デル ・レックは,モ ン
ドリアンの仲介 を通 じて,ヴ ァン ・ドゥースブルグと知己 にな った。ヴ ァン ・
ドゥースブル グは,ヴ ァン ・デル ・レックの制作 に も心酔す るようにな ったの
で ある。
1915年か ら17年にかけての期 間は,や がて 「デ ・ス タイル」が打 ち出す芸術
観 を準備 した重要 な意義 を担 った。その頃モ ン ドリア ンとヴ ァン ・デル ・レッ
クは,新 しい絵 画 の探 求 とい う共通 の関心 の下で相互 に影響 を与 えなが ら,
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デ ・ス タイルの造形性 を確立す る絵画様式 を成熟 させ てい ったか らであ る。 そ
れ は,「色面 のコ ンポ ジシ ョン」 と呼び得 る様式 で,画 面 に大小様 々の矩形 の
色面が,水 平垂直の位置関係 を守 りなが ら配置 される幾何 学的な形式で ある。
それは,奥 行感覚 を含め た全ての 自然 的な感覚 を破壊 してい る点に,最 も大 き
な特徴 があ る。二人 の年長の画家の新 しい様式への探 求 に,深 い賛意 を表 明 し
た ヴ ァン ・ドゥースブルグは,自 らの制作 に も彼 らか らの影響 を取 り入れ,幾
何学 的で,平 面的な抽 象主義 の作風へ と移行 したので ある。
恐 らく,ヴ ァン ・ドゥース ブル グが建築空間 に深 い関心 を示す ようになるの
は,こ の作風 の変化 を一つの契機 と している と思われ るが,そ れは,次 に引用
す る彼 の1917年の小論,「未来 の様 式」("DeStijlderToekomst")から,一 層
明 らか となろう。
「… ・絵画の抽象的な性 質は,建 築 と協働 して,律 動 的な統一 を形成する
事 に適 している。独立 した絵画,tableaudechevaletは,その 明暗法 と遠近
法の要素が建築 的なアイデ ア とは正反対 の ものなので,こ の事 に適 していな
い。 この理 由の故 に,印 象派 か らはいかな る記念碑 的 な絵画 も発展 し得 な
か った。印象派 は建築 と協 働す る事 がで きず,そ の結果,イ ーゼルペ イ ン
テ ィングに留 まった。
遠近法 による風 景画 は,建 築 の面 の性 質 を破壊 す るが,し か しそれ は,
誤 った方法,即 ち深 さ(の 感覚)に 於いてである。建築 に適用 された今 日の
平面 的な絵画 は,建 築の高 さと幅(の 感覚)に 従 って,建 築の面(の 性 質).
を律動 的に破壊す る。それ故,今 日の平面的な絵画 の意義 を理解 しようとす
る時,そ の現代建築 との直接的 な関連 に於 いて考え る事が必要 なので ある。
QU
° °"」 '
この引用で ヴ ァン ・ドゥースブルグは,平 面的な抽象絵画が,従 来の絵画 に
比べ て,よ り強 く建築空間 に適合する事 を述べている。通常 の遠近法 による絵
画 は,そ れが建築 の面 に置かれ る時,そ の面が本来 もっていない次元 としての
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深 さのイ リュー ジ ョンをもた らすが故 に,建 築 的なアイデアとの破綻 をきたす。
しか し,新 しい平面的な絵画 は,建 築の平面が本来有 してい る高 さと幅の次元
に従 って,新 たな律動 を産み出す,破 壊的構成的な分節点 として,作 用 し得る
と云 うのである。 ここに云われ る新 しい平面的 な絵画 とは,デ ・スタイルの画
家達 による,「色 面の コンポ ジシ ョン」の作品 を指 して いる と考 えて よいであ
ろう。
この ような観 点か ら出発 したヴ ァン ・ドゥースブルグの環境造形は,平 面 的
な絵 画 を,建 築 空間 を構 成す る一要 素 と して扱 う事か ら始 め られ た。彼 は,
1916年か ら19年にか けて,先 出のオ ウ トを始 め,ヤ ン ・ウ ィルスUanWils,
1891-1972),ロベ ル ト・ヴ ァン ・ト・ホ ッフ(Robertvan`tHoff,1887-1979)
ら,デ ・ス タイルに参加 した建 築家達 と,幾 つかの協働 プロジェク トを手掛 け
た。それ らの殆 ん どは,建 築家の設計 した空 間の一部 に,ヴ ァン ・ドゥー スブ
ルグが色彩計画 を旋す とい う手順 を踏んだが,具 体的 には,ス テ ン ドグラスの
デザ インや,床 ス タイル,ド ア,壁 面な どの色彩計画 とい う形 をとった。
図2.3,4JJ.P.OudandVanDoesburg.DeVonk,1917-1918.Noordwijkhout
例 え ば,1917年 か ら18年 に か け て 成 さ れ た オ ウ ト の 設 計 に な る ホ ス テ ル,
・硫 ヴ鸞 、(・D。V。nk・)の ,環 境 計 画 を 挙 げ て み[熟 ∵ ヴ ・ ン ・ ド ・ 一 ス ブ
ルグは,玄 関部 のモザ イク と,タ イル張 りの廊下 のデザ イン,及 び各部屋 の ド
アの色彩計画 を手掛 けている。玄関部のモザイクは,建 物 の煉瓦構造か ら連続
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的に展 開 されてお り,彩 色煉瓦 を単位矩形 とする
コンポジシ ョンを成 してい る。廊 下 も同 じく,タ
イル を単位矩形 とする コンポジシ ョンと して成立
してお り,こ の両者は,「色面 のコ ンポジシ ョン」
を,直 接,建 築 にあて嵌 めた もの となっている。
各部屋 の ドアは,そ れぞれが,空 間内に確固たる
位置 を占める色面 として呼応 し合 うように,デ ザ
イ ンされてい る。
ヴ ァン ・ドゥー スブル グは,「デ ・ス タイル」
誌 上 に,「 記 念 碑 的 芸 術 に 関 す る 覚 書」
(Aantekeningenovermonumentalekunst")と題
して,こ の 「火花」 のデザイ ンに関す る論説を発
表 した。 そこでは,異 なる芸術形式,即 ち,建 築
と絵画の相互不可侵 的な協働が,新 しい様式 の発
展 を可能 とし,「火花 」が その発 展の出発点 と し
ての意義 をもつ事 が述べ られている。 また,こ の
論 説 で は,「建 築 内 絵 画」("Schilderkunst・in-
Architectuur")とい う概 念が導入 されているが,
厂火花」の玄関部 のモザ イクや廊下のデザイ ンは,
まさにこの 厂建築内絵画」 に相 当 しよう。それ ら
は,建 築的な構造 に,不 可分 に結合 した絵画 なの
で ある。彼の手掛 けた多 くのステン ドグラス も,
「建築内絵画」 であ り,「色 面のコ ンポ ジシ ョン」
の方法 に従 ってデザ イ ンされて いる。
また,1919年に成 された,デ ・リク ト邸 の一室









面 を除 く全ての平面 に色彩計画 を施 している。天井 も含めた各平面 には,様 々
な大 きさをもつ矩形の色面が置 かれ,「色面 のコ ンポ ジシ ョン」が三次 元空 間
に拡 張 された よ うな様 相 を呈 してい る。 この デザ イ ンにつ いて もヴ ァン ・
ドゥース ブ丿kグは,「デ ・ス タイル」誌 上に コメ ン トを掲 載 してい るが,そ の
末尾 には次の ように記 されてい る。「(この計画の図版は)色 彩(青=緑,赤=
黒,白)を 欠いているに も拘 わらず,三 次元空 間に於いて も,絵 画芸術 の色彩
分割が可能であ るとい う印象 の一端 を もた らす であろう。」
建築空 間の一部 に,平 面的な幾何学的抽象絵 画を結合す る事か ら始め られた,
ヴァン ・ドゥースブルグの環境デザイ ンは,徐 々にその適用 され る対象 を拡げ
てい き,1919年には,一 つ の室 内空間全体 に,「色面 のコ ンポジシ ョン」 に基
づ くデザ インを施すに至 ったので ある。
2
ヴ ァン ・ドゥースブルグにとって,オ ウ トは,共 同制作 の最 も重要なパ ー ト
ナーであ った に違 いない。 これ は,前 節に引用 した,オ ウ トに宛 てた書簡 か ら
も窺 われ る事 であ り,彼 らは多 くの共同制作 を行 なった。 オウ トは,デ ・ス タ
イルの建築家 の中で は,最 も急進 的な建築観 をもっていた と思 われ る。実現 さ
れた彼の建築計画 は,様 々 な実際的要求 を解決 した,抑 制 の利 いた仕上が りを
みせ てお り,極 端 な前衛性 を示す事 はな かった。 しか し,彼 が 「デ ・ス タイ
ル」誌上 に発 表 した幾つ かの建築案 は,デ ・ス タイル絵画の革新 的な性質 の一
部 を,建 築 という領域 に翻訳 したか のような,先 鋭 な造形性 をみせてい るので
あ る。
オウNま,1918年よ りロ ッテ ルダムの市建築官の職 にあ り,公 共的な建築の
設誹 を数多 く手掛 けた。彼 の実現 された設計案が,実 現 されなかった計画案 に
比べ,控 え目な性質 をもっていたのは,こ の事 と無 関係で はなか ったで あろ う。
市 の建築官 と しての彼 にとって最 も重要 な仕事の一つは,公 共の集合住 宅の設
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計で あった。彼 は,ロ ッテルダムの住 宅供給計画であ るスパ ンゲ ン住宅計画 に
従事 し,多 くの集合住宅 を設計 した。
オウ トは,こ の計画 に付随す る室内の色彩計画 も,ヴ ァン ・ドゥースブルグ
に依頼 した。 ヴァン ・ドゥースブル グに とって も,彼 の考える新 しい造形 の実
現 と普及 にとって,こ の計画 はまた とない機会 であ り,協 働 での制作 は順調 に
進 め られ た。 しか し実 際には,こ の計画の実行 をめ ぐって,オ ウ トとヴァン ・
ドゥーxブ ル グは,重 要 な意見の隔た りを生 じさせ て しまう事 になる。市 の建
築官 としての オウ トの関心 は,実 際的な問題の解決 に重 きが置かれ,ヴ ァン ・
ドゥースブル グは,美 的な問題の解決 に従事 したが,1920年までは,二 人のこ
のよ うな関心の違いに基づ く,共 同制作の亀裂 は訪 れなか った。恐 らくそれは,
ヴァン ・ドゥー スブ ル グの色彩 計 画 が室 内 に限 られて い た事 や,ヴ ァン ・
ドゥースブルグも少なか らず,実 際的 な問題の解決 に関心 を払 っていた事 によ
るもの と思 われ る。
意見 の隔 た りは,ス パ ンゲ ン住宅第八棟 の色彩計画 をめ ぐって表面化 した。
それ まで のスパ ンゲ ン住宅計画 の順調 な進行に満足 して いた オウ トは,1920年
に第八棟 の色彩計 画 を,ヴ ジン ・ドゥースブル グに依 頼 した。 この頃 の ヴァ
ン ・ドゥース ブル グは,「デ ・ス タイル」 の影響 を国際的な もの とす る為 に,
ヨーロ ッパ各地 を訪れ,講 演 を行 な うなどの積極 的な活動 を展開 していたが,
同時に,各 地 の前衛主義者達 と接触 を もち,彼 らか らの影響 も受けなが ら,彼
自身の造形思考 も変化 させ ていったのであ る。
ヴ ァン ・ドゥースブルグは,ス パ ンゲ ン住宅第八棟 のデザ インに於いて,新
しい方法 の適用 を企て た。それは,ヴ ァン ・ドゥースブルグ自身の言葉 を借 り
るな らば,室 内の色彩 計画か ら出発 し,そ れ を 「室内 と外 観 が一つ の色彩
計画で描 ける ように」外へ向けて拡 げてい く方法である。1921年,11Aの終 り
頃,オ ウ トの許に,第 八棟の外観 の色彩計画が届け られた。色彩計画 は,建 物
の,表 通 りに面 した部分の窓や壁面 の一部 に,青,緑,黄,黒 の各色 を配する
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事 に よって成立 してい る。 この色彩計画 に赤が欠けているのは,建 物 自体 が,
赤煉 瓦 を主 な材料 としている為 であろ う。 またこの色彩計画 には,解 説図が一
枚,添 え られてい るが,そ こには,各 色彩 の連続が もた らす,幾 何学的 な運動
感が示 されてい る0
ヴ ァン ・ドゥースブル グは,
この色彩 計画 によって,「色彩
の対 比によって建築的 な分割 を
撤底 し,空 間全体 をコ ン トロー
ルす る」事 を,意 図 した とい う。
或 いは,オ ウ トの設計 の量塊 的
な性質 を,色 彩 によって和 らげ
ようとしたのだ という。 これ ら
の意図は,計 画 に添え られた解
説図 によって,明 確 に知 る事が
で きる。それぞれの色彩 の連続
は,斜 め方向 の上昇感 を もた ら
そ うとしているが,そ のような













オ ウ トはこの色彩計画 に対 して,否 定 的な見解 を示 した。彼 には,こ の計画
が調和 を欠 き,彼 自身のデザ インと,あ まりに も強い対 立 を示す ものに映 った
のであ る1窃オ ウ トは,ヴ ァン ・ドゥースブルグに計画の変更 を要求 したが,拒
否 され る。 ヴ ァン ・ドゥースブルグは,計 画 はた とえ一部が変更 されて も,全
体 の効果 は著 しく損 なわれ るとし,次 の ように書 き送 った。「計画 の実行 は保
証 されていた筈 です。私 は塗装工 で はな く,こ れ らの事(色 彩 による環 境計
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画)に 真剣 に取 り組 む人間です。私 は他で もないヴ ァン ・ドゥースブルグで あ
り,声 を大 に して次の ように主張す る権利 をもつ。否,否,否 。この ようにす
るのでなければ,全 、く止めて しまお う。」
ヴ ァン ・ドゥースブルグのデザ インは,色 彩の対 比の もた らす運動感 によっ
て,建 築空間の性 質を一変 させて しまう事 を企て るものであ り,そ のような計
画 を建築家が拒絶するのは,当 然 の事 と考 え られる。 オウ トは計画 の白紙撤 回
を望 み,そ の後の スパ ンゲ ン住宅 の色彩計画 を,独 力で進めてい った。 また彼
は,こ の ヴァン ・ドゥースブル グとの意見衝突 をきっかけに,「デ ・ス タイル」
誌 との接 触 も絶 って しまうのである。
「火花」で展開 された ヴァン ・ドゥースブルグのデザ インは,空 間に抽象絵
画の真 の場所 を求め る事 によって,空 間 ζ色彩 の相乗的 な効果 を引 き出す事 に
成功 した。建築 と絵画 は,そ れぞれの造形的 な役割 りの範 囲を守 る事 によって,
律動的 な空間 を協働で創 り出 した。 しか し,ス バ ンゲ ン住宅 の色彩計画 は,色
彩 によって建築全体 をコン トロール しようとす る もので,云 い換 えるならば,
絵 画の手法 によって,空 間の性質全て を決定 しようと した。その時,絵 画 は,
本来,建 築が決定すべ き要素 までを も,制 御 しようとして いるのであ り,協 働
に際 しての役 割 り分担 のバ ランスは,大 きく崩れている。絵画の手法 によって
建築空 間の全性質を決定 しようとす るヴ ァン ・ドゥースブルグの試み は,ス パ
ンゲ ン住宅 に於いて挫 折 した。 しか し彼 は,同 じ時期 に準備 を進 めていた別 の
計 画で,こ の試 みの実現 を企てていた。
3.
1920年の前 後 に か けて,デ ・ス タイ ルの メ ンバー は大 幅 に入 れ 替 った。
「デ ・ス タイル」創刊直後の ヴァン ・デル ・レックのグループ離脱 に始 まり,
1923年に至る までに,初 期の メンバー10名うち,8名 までが,「デ ・ス タイル」
誌 との関係 を絶 って しまったのであ る。
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ヴ ァン ・ドゥースブルグは,彼 らに代 わるメンバー を,逐 次,補 充 してい っ
た。前節 で も触 れたよ うに,ヴ ァン ・ドゥースブル グは 「デ ・ス タイル」 をよ
り国際的な雑誌 とする為 に,ヨ ーロ ッパ各地 を訪れていたが,そ れは同時 に,
デ ・スタイルの新 メ ンバ ー確保の為に成 された旅行で もあった。
その ような中で彼 はパ リに於いて,デ ・スタイルの名を冠 した,初 めての展
覧会 の実現に奔走 した。1919年にモ ン ドリア ンが二度 目のパ リで の制作活動 を
始 めて以来,ヴ ァン ・ドゥース ブル グも度 々,パ リに足 を運 んだ。モ ン ドリア
ンは ヴ ァン ・ドゥース ブル グに,画 廊 「近代 の成果」("L'EffortModerne")
の主宰者,レ オ ンス ・ローザ ンベール(LeonceRosenberg)を紹介 した。 ロー
ザ ンベ ールは,画 廊 の運営 や,同 じ名称 をもつ雑誌 を刊行す る事 によって,現
代美術の発展 を助 けようとした人物であ り,デ ・スタイルへ の支援 も,彼 の大
きな関心事であ った。彼 は,モ ンドリア ンの 「新造形主義一造形 的等価性 の一
般 原 理」("LeNeo-Plasticisme,PrincipegeneraledeI'EquivalencePlastique")
や,ヴ ァン ・ドゥースブル グの 「クラシ ック=バ ロ ック=モ ダ ン」("Klassiek-
Barok-Modern")のフラ ンス語版 を出版 した。
ローザ ンベ ール とヴブン ・ドゥースブルグは,何 回かの会談 を通 して,デ ・
ス タイルの建築 を中心 とした展覧会 の企画 を準備 した。彼 ら二人は,こ の企画
に大いなる情熱 を もって取 り組 んだが,モ ン ドリア ンとオウ トは,冷 めた態度
を示 した。モ ン ドリアンやオウ トに とっては,既 にグループとしてのデ ・ス タ
イル は存 在意義 を失 っていた。そ して彼 らは,ロ ーザ ンベ ールが,ヴ ァン ・
ト ・ホ ッフの ような,明 らかにグループを離脱 していた人 まで をも企 画に組み
込 もうとして いた事や,ヴ ァン ・ドゥースブルグがこの企画 を通 して,確 固た
るグループと して のデ ・ス タイルの印象 を演出 しようとしていた点に対 して,
疑問 を感 じ,企 画 に賛 同す る訳 にはいか なか ったのである。 噛
「デ ・スタイル建築展」 は,1923年の10月か ら11月にかけて開催 された。実
際 に展示物 の中心 を占めたのは,ヴ ァン ・ドゥースブルグ とコル ネリス ・ヴァ
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ン ・エーステ レン(CornelisvanEesteren,1897-)の協働 制作 にな るモデル
や図面 であった。 オウ トとウィルス も,図 面 と写真 を出品 したが,数 量的には
僅かな ものであった。
ヴ ァン ・エ ーステ レンは,ヴ ァン ・ドゥースブル グに よって見 いだされた,
デ ・スタイJLO)新メンバーの一人である。彼 らが 出会 ったのは1922年の事 だが
その時 ヴ ァン ・エ ーステ レンは,大 学の卒業設計 に取 り組んでおb,前 衛主義
者 とい うにはほ ど遠か っぜ 恐 らく彼 は,ヴ 。ン ・ド'。一スブルグによって筋
金入 りのモダニス トに鍛 え上げ られたのであ ろう。その ような彼 らの共同制作
は,こ れ までみて きた同様の計画 とは,全 く異 なる手順 を踏 んだ ものと思われ
る。 これ までの計画は,先 づ建築家が設計 し,そ のデザイ ンに対 して後か ら画
家が色彩計画 を施 したのだが,ヴ ァン ・ドゥースブル グとヴァン ・エマステ レ
ンは,ま さに計画 の最初の段 階か ら,協 働 で制作 を進め た もの と思われ るので
ある。
そ してその成 果が,「デ ・スタイル建築展」 の中心 を占めた。彼 らが出品 し
たの は,三 つの住 宅案 と,ア ムステル ダム大学講堂の設計案 である。そ れらは,
平面図,立 面図,透 視図,モ デル等で展 示 されたが,ま た,色 彩計画 の理念 を
表現 しようとす るコンポ ジシ ョンも含 まれていた。
三つ の住宅案は何 れ も,デ ・スタイル絵画の打 ち建 てた原則 を,三 次 元空 間
に引 き継 いだかのよ うな造形性 を示 している。それ らは,建 築 を力学的,重 力
的 な束縛か ら解 放 し,自 由な三次元の空 間造形 と して展 開 させ ようとず る意志.
に基づ いてい る と考 えられる。建築空間 を構成す る壁やマ ッスな どの諸要素 は,
自由な仕方 で連結 され,各 部分 とも同等の視覚 的訴求性 を得 るように,工 夫 さ
れてい る。 そ して,そ れ ら諸要素 の聞に,様 々なバランス関係 を次々 と生 じせ
しめ る事で動 的な均衡 を達成 し,全 体 はダイす ミックに統合 されるのであ る。
そ してそ れ らに は,建 築 を構成 す る諸要素 と一体化 した色彩が施 され る。










らの計画案が,色 彩 をも建築空 間を構成す る実体 的な要素 と して取 り入れる観
点 か ら発想 されてい る事 を示 している。 これ らの計画案 は,全 く別 なもの とし
ての建築 と絵画 を統合 したのではな く,建 築 と絵 画を分離す る事ので きない一
体 の ものと して考 える事 に よって初めて可能な,新 しい空 間造形 を目指 した と
考 える事がで きよう。
ヴ ァン ・ドゥース ブル グは,1924年の 「デ ・ス タイル」誌 上 に,「造形 的建
築 をめざ して」("ToteenBeeldendeArchitectuur")と題 された小論 を発表 す
るが,そ の 中で,建 築 に於ける色彩 の役割 りについて,次 のように記 してい る。
「色彩 は,時 間と空間 に於ける調和 関係 を表現する要素 として,新 しい建築 の
組織 的な一部分 を形成す る。色彩 がなけれ ば,こ のよ うな関係 も現実の もの と
はな らず,目 に見 える もの とはな らない。建 築的な関係性 の均衡 は,色 彩 に
よって初 めて可視的 な現実 となる。調和的 な全体 を組織化す る事(二 次元 とし
ての面の上でで はな く,四 次元 の時空 間に於いて),そ れ は現代 の画家 の責 務
である。」
建 築空 間に,幾 何学 的な抽象絵 画 を導 入す る事 によって始 め られた,ヴ ァ
ン ・ドゥースブルグの環境造形 は,建 築 と絵画の一体化 した,全 く新 しい空間
一76一
造形 の実現 を 目指す段 階に まで至 った。 しか しそのような環境 造形観 は,あ ま
りに急進 的で,唯 美主義的であると云わねばなるまい。事実,ヴ ァン ・ドゥー
スブルグは,実 際的 な環境尺度 での この概念 の具体化 を実行す る事 はなか?た 。
ただ私達 は,そ こに理想主義的であ るが故の意義 を認め ない訳 にはいかないで
あろ う。 デザ イ ンとい う極めて実際的 な領域 に於 いて こそ,卓 越 した理想 主義
が現 実を変革 するひ き金 とな り得 る とも考 えられるか らで ある。
結 言
デ ・ス タイルの造形原理であ る新造形主義 は,と もす れば単 なる形式主義に
堕落 しかねない ような,厳 格な法則性 を もっていた。 しか し一方でそれ は,モ
ン ドリア ンの主 張 に もみ られ るように,動 的で破壊的 な表現 を目指 す もので
あ った。厳格 な形 式言 語の中でいかに多様 なダイナ ミズム を形成す るか,恐 ら
くこの事が,新 造形主 義の核の一部 を成 していたと思われる。
モ ン ドリアンは,1921年以降の制作 に於 いて,極 めて厳格 な法則性 を堅持 し,
目に見 えぬ程のゆ っ くりとした展開 をみせ る事 によって,豊 かな造形 の世界 を
開示 した。私達 は,一 見極 めて静的 に映 る彼 のコ ンポ ジシ ョンの中に,ダ イナ
ミズムの多彩 なヴァリエーシ ョンがあ るの をみる事がで きる。
ヴ ァン ・ドゥース ブルグは,新 造形主義の法則性の厳格 な保 持 よ りも,そ の
柔軟 な応用 に,よ り強い関心 を もって制作 活動 を進 めた。恐 ら く彼 が,建 築 と
絵画の統合に積極的に取 り組んだのも,新造璋主義の活力に満ちた発展 を求め ,
ての事 だったので はないだろ うか。彼 は新 しい造形 を積極的 に外の世界 に向け
て放射 してい く事 で,形 式主義 に堕す る危険性 を克服 した と考 えられる。
新造形主義 は,こ のような対 照的な二つの才能の活動 に よって,美 術 史,建
築史,そ してデザイ ン史に,確 固たる位置 を占め えたのである。
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